
６年制薬学教育では、５年次から

薬局・病院の実務実習を行うに当た

って、学生が実習を受けるに値する

知識・技能を備えていることを担保

するため、４年次終了時点で共用試

験が実施される。これに合格できな

かった学生は、実務実習へ進むこと

ができない。

共用試験は、知識を問う「ＣＢＴ」

と呼ばれる試験と、技能と態度を評

価する「ＯＳＣＥ」という実技試験

の２本立てで行われることが決まっ

ている。ＯＳＣＥについては、薬学

教育大学人会議で方法論などが検討

されており、実施する試験の項目と

して、①患者接遇②薬剤の調製③調

剤鑑査④無菌操作の実践⑤情報提供――など

のカテゴリーが提案されている。

今回発表されたのは、ＯＳＣＥの実施に向

けての課題などを抽出するため、昨年度に日

本薬学会の主催により、東京薬科大学と武庫

川女子大学の両校で実施されたＯＳＣＥのミ

ニトライアル結果。報告したのは東京薬科大

学が山田安彦、武庫川女子大学が松山賢治の

両氏。

東京薬科大学のミニトライアルに

は、受験生30人、スタッフ約110人

が参加し、同学の医療薬学実務教育

施設に6ステーションを設置して実

施された。課題は、▽患者・顧客対

応▽薬剤の調製（水剤・散剤）▽調

剤鑑査▽無菌製剤▽情報提供――の

5領域であった。

実施後に各ステーションにおいて

評価ポイントの低かった項目、同一

学生に対する評価で不一致の多かっ

た項目などを調査したところ、接

遇・情報提供などで評価の不一致が

目立った。接遇や情報提供は、調剤

などと比較して標準化されていない

ことが、評価の分かれた要因であるとし、標

準化が今後の検討課題として示された。

同様に評価者に対して、担当した領域の評

価内容を尋ねたところ、やはり接遇と情報提

供などで「問題あり」とする回答が多く、理

由は「偏りが出そう」というものだった。

ＯＳＣＥの必要性に対する学生の見方で

は、「必要」が97％と大半を占めた。必要だ

とした理由は、①自分の技術・態度を確認で

きる②合格すれば安心して実習に行ける③技

術・態度を学ぶ動機づけになる――など、前

向きな意見が目立った。学生からの評価結果

をみて山田氏は、「ＯＳＣＥが学生のために

なることを改めて確認した」との認識を示し

た。

武庫川女子大学で実施された第２

回ミニトライアルでは、１回目と同

じく６ステーションが設けられ、学

生32人、スタッフ124人が参加して

行われた。１回目と異なったところ

は、ＳＰ（模擬患者）が参加したこ

と、課題内容に軟膏剤の調製、クリ

ーンベンチの操作、ベッドサイドに

おける服薬指導を取り入れた――な

どの点である。

実施前後で学生の意識変化を調査

した結果では、ＯＳＣＥの各領域に

対して「絶対必要」とする回答が、

実施前よりも実施後に大きく増えて

いた。

また評価者に対して、担当したス

テーションの評価内容を聞いたところ、軟膏

の調製は全員が「問題あり」と指摘しており、

その理由は「大雑把すぎる」が多かった。ま

た1回目のトライアルと同様、「接遇で偏りが

出そう」という指摘も目立った。

松山氏は今後の課題として、ＳＰや評価者

教育、評価項目、ステーション数の再検討の

必要性を指摘した上で、「ＯＳＣＥはテスト

というよりも、新しい薬学教育の体現だ」と

の見解を示した。

なお、ＯＳＣＥについては昨年度のミニト

ライアルに続き、今年度は10校程度が参加し

て、第１期全国トライアルが実施されている。
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日本薬学会の主催による「第３回薬学教育フォーラム2006」が８月11日

に東京港区の共立薬科大学で開かれ、昨年度に行われたＯＳＣＥのミニト

ライアル結果が報告された。トライアルにより、患者・顧客対応（接遇）

や情報提供のあり方について、手技の統一を図る必要性が指摘された。学

生からの評価は「合格すれば安心して実習に行ける」など、歓迎する声が

大半であった。今後の課題としてはステーション数や評価項目の再検討、

評価者教育などが必要とされた。
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